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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの主要得意先である鉄鋼業界の国内粗鋼生産

量は、前年同四半期連結累計期間に比べ0.9％増の5,254万トンとなりました。ただ、当社グループ

では、円高の進行により、円換算後の海外子会社の売上高及び海外向け販売の売上高が減少したた

め、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ9.9％減収の525億50

百万円となりました。 

損益については、円高の進行に伴う輸入耐火物原料・調達品の価格下落により、当第２四半期連

結累計期間の営業利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ39.2％増益の36億８百万円、経常利益

は、前年同四半期連結累計期間に比べ32.5％増益の34億４百万円となりました。また、当第２四半

期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ21.6％

増益の20億66百万円となりました。 

これにより、１株当たり四半期純利益は、前年同四半期連結累計期間の20円15銭から、当第２四

半期連結累計期間では24円50銭となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりです。 

なお、各セグメントの売上高は、外部顧客への売上高であり、セグメント間の内部売上高又は振

替高は含まれていません。また、セグメント利益は営業利益ベースです。 

［耐火物事業］ 

円高の進行により、円換算後の海外子会社の売上高及び海外向け販売の売上高が減少したため、

耐火物事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ10.5％減収の417億73百万円となりま

した。これに対し、円高の進行に伴う輸入耐火物原料・調達品の価格下落により、セグメント利

益は、前年同四半期連結累計期間に比べ47.5％増益の24億50百万円となりました。 

［ファーネス事業］ 

大型工事案件の受注減により、ファーネス事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ

13.4％減収の69億57百万円となりました。また、セグメント利益は、前年同四半期連結累計期間

に比べ1.5％減益の４億22百万円となりました。 

［セラミックス事業］ 

主力ユーザーである半導体製造装置業界の市場環境の良化に伴い、セラミックス事業の売上高

は、前年同四半期連結累計期間に比べ8.2％増収の29億44百万円となりました。売上高の増加及

び高付加価値製品の売上構成比の増加により、セグメント利益は２億88百万円（前年同四半期連

結累計期間は７百万円のセグメント利益）となりました。 

［不動産事業］ 

不動産事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ2.2％増収の４億65百万円、セグメ

ント利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ0.7％増益の３億79百万円となりました。 
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［その他］ 

その他の事業セグメントの売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ6.2％減収の４億８百

万円となりました。また、損益は、16百万円のセグメント損失（前年同四半期連結累計期間は35

百万円のセグメント利益）となりました。 

 

(2)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

       一部未定としていた平成29年３月期通期連結業績予想を、本日（平成28年10月28日）公表してい

ます。詳細は、本日公表の「平成29年３月期連結業績予想に関するお知らせ」をご覧ください。 

なお、粗鋼生産量の変動により耐火物需要も変動し、その結果、業績予想値が大きく変動する可

能性があります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

       前連結会計年度において非連結子会社であった黒播築炉株式会社（非特定子会社）は、重要性が

増したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めています。 

 

(2)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月

１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更してい

ます。 

なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微です。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,147 2,890

受取手形及び売掛金 33,983 44,209

商品及び製品 9,381 7,773

仕掛品 2,583 2,461

原材料及び貯蔵品 5,740 5,325

繰延税金資産 1,126 1,064

その他 2,814 2,904

貸倒引当金 △151 △141

流動資産合計 58,625 66,489

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 38,959 38,422

減価償却累計額 △28,687 △28,706

建物及び構築物（純額） 10,272 9,715

機械装置及び運搬具 58,957 57,157

減価償却累計額 △50,934 △50,093

機械装置及び運搬具（純額） 8,023 7,064

工具、器具及び備品 4,506 4,299

減価償却累計額 △3,957 △3,743

工具、器具及び備品（純額） 549 555

土地 7,344 7,268

建設仮勘定 559 630

有形固定資産合計 26,749 25,235

無形固定資産

のれん 6,065 5,249

その他 560 453

無形固定資産合計 6,626 5,702

投資その他の資産

投資有価証券 6,280 6,996

長期貸付金 27 26

退職給付に係る資産 1,590 1,518

繰延税金資産 280 230

その他 1,887 1,845

貸倒引当金 △53 △168

投資その他の資産合計 10,012 10,449

固定資産合計 43,387 41,386

資産合計 102,012 107,876
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,022 14,228

短期借入金 5,977 6,050

コマーシャル・ペーパー 4,000 14,373

未払法人税等 1,593 1,101

賞与引当金 2,294 2,256

工事損失引当金 91 66

その他 4,514 4,227

流動負債合計 35,493 42,304

固定負債

長期借入金 16,009 15,520

繰延税金負債 1,150 1,419

役員退職慰労引当金 421 521

製品保証引当金 3 3

退職給付に係る負債 583 604

負ののれん 107 71

資産除去債務 25 25

その他 3,249 3,108

固定負債合計 21,551 21,274

負債合計 57,044 63,579

純資産の部

株主資本

資本金 5,537 5,537

資本剰余金 5,138 5,138

利益剰余金 31,781 33,304

自己株式 △1,581 △1,582

株主資本合計 40,876 42,398

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,136 1,595

繰延ヘッジ損益 △5 △69

為替換算調整勘定 △131 △2,454

退職給付に係る調整累計額 △917 △776

その他の包括利益累計額合計 81 △1,704

非支配株主持分 4,009 3,603

純資産合計 44,967 44,297

負債純資産合計 102,012 107,876
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 58,297 52,550

売上原価 48,252 41,963

売上総利益 10,045 10,587

販売費及び一般管理費 7,452 6,978

営業利益 2,592 3,608

営業外収益

受取利息 20 17

受取配当金 72 52

負ののれん償却額 35 35

受取保険金 － 68

為替差益 272 －

持分法による投資利益 12 180

その他 84 62

営業外収益合計 497 416

営業外費用

支払利息 327 225

為替差損 － 260

その他 193 133

営業外費用合計 521 620

経常利益 2,568 3,404

特別利益

固定資産売却益 11 1

投資有価証券売却益 24 4

その他 6 －

特別利益合計 42 5

特別損失

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 12 13

関係会社出資金評価損 － 25

環境対策費 － 54

その他 9 －

特別損失合計 23 93

税金等調整前四半期純利益 2,587 3,316

法人税、住民税及び事業税 675 985

法人税等調整額 153 180

法人税等合計 828 1,166

四半期純利益 1,759 2,150

非支配株主に帰属する四半期純利益 59 83

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,699 2,066
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 1,759 2,150

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △428 459

繰延ヘッジ損益 △5 △64

為替換算調整勘定 △975 △2,708

退職給付に係る調整額 7 140

持分法適用会社に対する持分相当額 9 △99

その他の包括利益合計 △1,392 △2,272

四半期包括利益 366 △121

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 427 279

非支配株主に係る四半期包括利益 △60 △401
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

   （継続企業の前提に関する注記） 

    該当事項はありません。 

 

     （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

    該当事項はありません。 

 

４．補足情報 

四半期毎の業績推移 

（単位：百万円） 

 

前期 当期 

第1四半期 

(4～6月) 

第2四半期 

(7～9月) 

第3四半期 

(10～12月) 

第4四半期 

(1～3月) 

第1四半期 

(4～6月) 

第2四半期 

(7～9月) 

売上高 28,060 30,236 29,008 27,813 26,353 26,196 

営業利益 1,009 1,583 1,706 1,537 1,564 2,044 

経常利益 1,075 1,493 1,688 1,509 1,469 1,934 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
761 938 1,153 822 877 1,188 
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